
３交通政策会議第 号   

令和４年 1 月 日   

 

国土交通省中部運輸局長 様 

 

岡崎市交通政策会議      

会長 伊豆原 浩二      

 

地域公共交通確保維持改善事業の自己評価の報告について 

(送付) 

 

令和３年度地域公共交通確保維持改善事業の自己評価について別紙の

とおり報告いたします。 
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３地創第 号   

令和４年 1 月 日   

 

○○大臣 様 

 

岡崎市長 中根 康浩      

 

岡崎市地域公共交通計画の評価等の結果について(送付) 

 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第７条の２第２項に基づ

き、岡崎市地域公共交通計画の調査、分析及び評価の結果を送付いたし

ます。 

 

 

 

 

 

問い合わせ先        

（住所）岡崎市十王町２丁目９番地   

（部署）岡崎市役所 総合政策部    

地域創生課公共交通係    

（担当）          

（連絡）0564-23-6486    

（F a x）0564-23-6698                

（メール）chiikisosei@city.okazaki.lg.jp 
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別添４

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

1
バス利用者数の増加
【666万人/年以上（H24乗客数）】

バス事業者の有する
乗降データを用いて計
測

・未達成
644万人/年（R1年度）
（H30：668万人・R2：433万人）
・コロナウイルスの影響等により、通勤、通学客を
中心に利用者数が減少した。

2
公共交通利用の満足度向上
【50％以上（H25市民アンケート：48％）】

市民アンケート（R1）

・未達成
約46％（R1年度）
・大平、矢作地区等の郊外部を中心に満足度が
低下する結果となった。不満である理由として鉄
道駅までのアクセスや駅周辺の駐車場数、バスの
運行本数の不足等が挙げられ、鉄道駅までの自
家用車の利用やバスの利便性において不満があ
ることが推測される。

3
バス利用の満足度向上
【36％以上（H25市民アンケート：34％）】

市民アンケート（R1）

・未達成
約30％（R1年度）
・郊外、中山間を中心にバスの運行本数の不足等
が挙げられ、バスにおける利便性において不満が
あることが推測される。

4
バス待ちの不満の減少
【11％未満（H25市民アンケート：11％）】

市民アンケート（R1）

・達成
約8％（R1年度）
・駅前整備や支所ロータリーの設置により待合環
境の向上が図られた。

5
駅のバリアフリー対応
【未整備箇所2箇所（計画策定時：4箇所）】

実績より

・達成
未整備箇所1箇所（R3年度）
・バリアフリー設備の設置について計画的に遂行
できた。

6
ノンステップバスの導入率
【50％（計画策定時：38％）】

実績より

・達成
62%（R3年度）
・市内の路線バスの多くを占める名鉄バスにおい
て導入が進んでいる。

7
公共交通利用者数の増加
【3,000万人/年以上（H24乗客数：2,993万
人）】

事業者の有する乗降
データを用いて計測

・達成
3,322万人（R1年度）
鉄道乗客数2,678万人、
バス乗客数644万人
・鉄道駅のある市街地を中心とした人口の増加
や、まちバス等を含めた路線改変等もあり、鉄道
利用者が大きく伸びている。

8
まちなかの鉄道駅や主要なバス停の利用
者数の増加
【11万人/日以上（H24乗客数）】

事業者の有する主要
駅、主要停留所の乗
降データを用いて計測

・達成
11.7万人（R1年度）
・鉄道駅や主要な停留所のある市街地を中心とし
た人口の増加や、まちバス等を含めた路線改変
等もあり、鉄道利用者が大きく伸びている。

岡崎市（区町村）地域公共交通計画の評価等結果（３年４月～４年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

・公共交通ネットワークと市内バスネット
ワークの確保・維持・改善
・バス期間軸（交通拠点間バス）の整備
・地域内交通の整備
・バス路線の確保・維持
・バス停の待合環境等の整備
・交通バリアフリー化の推進
・公共交通利用案内の充実
・公共交通の利便性の向上
・鉄道輸送の安全確保

・公共交通ネットワークと市内バスネット
ワークの確保・維持・改善
・バス期間軸（交通拠点間バス）の整備
・バス路線の確保・維持
・まちバスや既存バス路線の改善と利便性
の高い順元型バスの運行
・交通結節点・乗換拠点の整備
・観光交流の促進に向けた交通環境の整
備
・バス期間軸と地域内交通の連携

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、利用者数
が大幅に減少しているため、感染症対策の徹底等の周
知を継続して実施する。
・次期計画では、利用者数をコロナ禍前の水準とする目
標を掲げる。
・高齢者パスへの補助等の利用促進策の実施。
・地域協議会との連携やアンケート等により需要把握に
努め、再編等を検討。
・引き続き、一定以上の利用がある鉄道駅については、
バリアフリー対応を推進。
・引き続き、ノンステップバスの導入を推進する。

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、利用者数
が大幅に減少しているため、感染症対策の徹底等の周
知を継続して行う。
・次期計画では、利用者数をコロナ禍前の水準とする目
標を掲げる。
・地域協議会との連携やアンケート等により需要把握に
努め、再編等を検討。
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別添４

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

岡崎市（区町村）地域公共交通計画の評価等結果（３年４月～４年３月）

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

9
公共交通利用者数の増加
【3,000万人/年以上（H24乗客数：2,993万
人）】

事業者の有する乗降
データを用いて計測

・達成
3,322万人（R1年度）
鉄道乗客数2,678万人、
バス乗客数644万人
・鉄道駅のある市街地を中心とした人口の増加
や、まちバス等を含めた路線改変等もあり、鉄道
利用者が大きく伸びている。

10
地域内交通検討の地域組織の設立
【6箇所（Ｈ26：4箇所）】

実績より

・達成
・6箇所（R3年度末）
・地域と連携が図れたことにより、新たに六ツ美中
部学区、矢作地域において地域検討組織が設置
された。

11
自動車以外の交通手段利用率の増加
【45％以上（自動車利用率3％削減）（H25
市民アンケート：42％）】

市民アンケート（R1）

・未達成
・約43％（自動車利用率1.7％減）（R1年度）
・鉄道利用率が8％程上昇し、バスや自動車、自
転車等の移動が減少した。

12
公共交通の利用機会の増加
【40％以上（H25市民アンケート：30％）】

市民アンケート（R1）

・未達成
・約37％（R1年度）
・「通勤・通学先の変化や運転免許返納など自身
の理由」が多い。一方で、利用しなくなった理由で
は、車両の利用や施設への入所等が挙げられ
た。

13
乗り方教室の実施回数
【5回/年（H26：1回/年）】

実績より

・未達成
・1回（R3年度）
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響による自
粛をしている。

（記載に当たっての留意事項）

・ 本様式中、表題の「（○年○月～○年○月）」の部分には、評価等の対象となる期間を記入してください。

・ 一つの目標と複数の取組が対応している場合や、複数の目標と一つの取組が対応している場合には、適宜欄を修正の上、記載を行ってください。

・ 月ごとの利用者数の推移等の詳細データや、地域公共交通計画の評価等に係る協議会における議論の結果（議事録等）等の関連資料がある場合には、併せて添付して下さい。

・地域内交通の整備
・公共交通利用案内の充実
・バス期間軸と地域内交通の連携
・広域的な路線の維持と連携強化
・運賃制度の改善、運賃割引制度等の導
入

・ 地方公共団体・協議会等において独自に作成している評価等の様式が既にある場合や、地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価を行った報告様式がある場合には、
参考資料として添付して下さい。

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、利用者数
が大幅に減少しているため、感染症対策の徹底等の周
知を継続して行う。
・次期計画では、利用者数をコロナ禍前の水準とする目
標を掲げる。
・地域協議会との連携やアンケート等により需要把握に
努め、再編等を検討。
・引き続き、地域主体の交通の確保のため、地域組織の
活用を推進する。

・高齢者定期券の割引など、引き続き利用促進策を推進
する。
・新型コロナウイルス感染症拡大の状況を考慮し、乗り
方教室の開催を推進する。

・自動車利用から公共交通利用への転換
促進

・ 毎年度の評価になじまないような目標や、数年おきの評価を予定している目標については、「備考」の欄にその旨を明記の上、「目標」及び「備考」の欄以外は「－」と
記載して下さい。

8



1 . 2

2 4

. 3 2. Plan 4

9

kawachi.ryosuke
テキスト ボックス
資料3-3




53. Do

R3.4

64. Check

1

74. Check 5. Act 8
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